
【平成27年度新規】市町村がん検診受診率アップ推進事業

【現状・課題】

《現状》

〇国がん方式(市町村検診）

がん検診受診率（％）

H20 H21 H22

胃
が
ん

19.3 19.6 19.3 

肺
が
ん

19.4 20.1 19.8 

大
腸
が
ん

23.2 23.7 23.9 

乳
が
ん

17.4 24.3 26.7 

子
宮
が
ん

20.7 22.8 26.6 

基準年度よりがん検診受診者が増加した市町村に対し、
増加した経費の１／２を助成する。

基準年度：H27年度事業ではH25年度とし、H28年度事業以
降は、がん検診種別毎にH25年度以降受診者が一番多い年
度とする。

27年度

(〇〇町胃がん検診）

25年度
(基準年度）

受診者
増加分

(補助額算定式）

受診者数増加分×基準単価×１／２

・各検診ごとに算定
・基準単価は各検診ごとに設定

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

Ａ

Ｃ
Ｂ

がん検診受診者数が下図の場合の補助
についての解説

これまでの県民・企
業等に対する啓発活
動に加え、市町村の
検診費用の一部を補
助

第二期青森県がん対
策推進計画における
がん検診受診率の目
標値５０％の達成を
めざす。

＊既に国庫補助が入っている
部分は補助の対象外となりま
す。

【事業の概要】 【評価指標、目標】

参考資料２



【平成27年度新規】がん検診コール・リコールセンターモデル事業

＜がん検診コール・リコールセンターモデル事業の概要＞

  対象とする群
   ・対象がん検診
   ・対象年齢層

受診

未受診 受診

未受診

コール・リコールセンター
（看護師等）

未受診者への受診勧奨
通知・電話

未受診者への
再受診勧奨
通知・電話

5市町村
程度

・がん検診通知
・住民に対し、コー
ル・リコールを周知

受診状況把握 受診状況把握

未受診者リスト 未受診者リスト

連携

＜事業参加のための必須条件＞
実施市町村における役割を満たしていること

・台帳（受診履歴、電話番号、その他情報など）の整備
・住民に対する事業実施の周知
・受診結果の把握

県総合健診センターに、市町村が実施するがん検診のコール・リコールを専門に
行うセンターを県がモデル的に設置し、コール・リコールによる受診勧奨の効果を
測る。（県内４市町で実施）

４市町



へ

本県の
現 状

働き盛り世代の死亡率が高く、男女ともに全国との差が顕著となっている。

がん検診受診率、特定健診受診率とも伸び悩んでおり、目標に届いていな
い。

課
題

健(検)診未受診の理由として、

通院中が多く、かかりつけ医との
連携が重要

がん死亡率
年々増加

死亡率の推移 健(検)診受診率

かかりつけ医による健（検）診コール・リコールについて

男女とも 全国
との差が拡大

特定健診未受診理由

かかりつけ医からの
受診勧奨が効果的

＜平成２２年度調査＞



かかりつけ医 対象者(40～69才)

青
森
県

②かかりつけ医
・健(検)診未受診者へ受 診勧奨

③対象者
・健(検)診受診状況等や受診結果を 報告

青森市に問
合せ、申込

健(検)診受診

（１～３月）
・結果集計
・医師会、協力医療機関

へ集計結果を送付

④かかりつけ医
・受診状況の確認
・要精検者で、精検が未受診の場合は受診勧奨

受診勧奨連絡
票に受診状況
等を記入

①対象者
・受診状況連絡票に健 (検)診受診状況 を記入

慢性疾患等で定期的に医療機関を通院している40～69歳を対象として、かかりつけ
医が受診状況を確認して、未受診者に対し、受診勧奨を行うものである。

かかりつけ医による健（検）診コール・リコールの概要

＜かかりつけ医による健（検）診コール・リコールの流れ＞

⑤かかりつけ医
・県へ受診状況連絡票を送付（Ｈ２８年１月中）



・使用する素材が、一般
的に広く使われている素
材集のものであり、青森
県と関係ない写真
→青森県らしさを出したイ
ラストを使用

・コメントが一般的で、県
民に伝わりにくい。
→具体的に、がん検診と
喫煙対策について言及

現状のトップ画面

・「関係機関リンク」から他
サイトへジャンプするユー
ザーは少ない。
→削除

・この表現では動画・音声
が入っていることがわから
ない。
→入っていることがわかる
よう、表示

・表示が分かりにくい

（中身が何かクリックしてみない
と分からない）
→トップ画面上に項目表示

・コンテンツのブロックが大きく、
ほとんどがリンクのない写真や
絵でスペースが取られている。
→コンテンツのブロックをコンパ

クトにし、少ないスペースでリン
クを表示

個別の課題と対応案
コンテンツ

①がん医療機能情報検索

②がん相談の事例集

③がん患者の体験 ※音声

④がんを学ぶ ※動画

⑤がん患者団体情報

⑥青森県の取組みと各種統計

⑦関係機関リンク

全般の課題と対応案



H22 H25

全国 男 33.1 33.7

青森 男 38.6 40.1

全国 女 10.4 10.7

青森 女 12.7 14.2

喫煙率

現 状

・妊婦の喫煙率
4.6%（H25）

・妊娠後禁煙
19.4％（H25）

・小学５年生の母親の
喫煙率

26.9％（H23）
※母親の喫煙は、子の喫
煙に影響している

子ども 妊婦 若年層 壮年層

禁
煙
支
援

普
及
啓
発

受
動
喫

煙
防
止

喫
煙
防
止

・学習指導要領に基づく喫煙
に関する学習（小中高校）

・未成年者喫煙防止対策検討
会（県）

・禁煙治療医療機関従事者等研修会（県） ・禁煙治療実施医療機関のHP掲載（県）

・健診や乳児健診等での普及啓発（市町村） ・禁煙週間等におけるポスター掲示等（県、市町村、関係機関等）
・COPDに関する研修会（一般県民・医療関係者） （がん・生活習慣病対策課）

・未成年者喫煙等実態調査

・妊婦・子どもを煙から守るための環境整備事業

・未成年者の禁煙相談実施
医療機関のHP掲載（県）

・薬局における禁煙支援
・特定保健指導等での禁煙支
援（県、市町村、関係機関等)

・妊婦連絡票による喫煙状況
の把握（県、市町村）

・青年層の喫煙調査（国・県）・未成年者喫煙等実態調査

・禁煙治療サポート事業（県）

・受動喫煙対策実施状況調査（県）
・ウェルカムあおもり環境整備事業（県）

・空気クリーン施設認証制度（県） ・市町村庁舎等受動喫煙防止対策実施状況調査（県）

目 標

未成年者の喫煙経験者
（H23未成年喫煙調査)

小学5年生 2.8%
中学1年生 3.5％
中学3年生 8.2%
高校3年生 9.0%

受動喫煙防止対策実施
施設
（H23受動喫煙防止対策
実施状況調査結果）

全面禁煙 16.7%
施設内禁煙 62.5%

空気クリーン施設認証
件数：1,901施設

（H26.9）

禁煙治療実施医療機関
141ヶ所（H26.10）

平成34年度まで

◎成人の喫煙率
男性23%以下
女性 5%以下

◎未成年者の喫
煙率 0%

◎受動喫煙防止
対策実施施設

100%
・妊婦・子どもを煙から守る
ための環境整備事業

ライフステージに応じた喫煙防止対策
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煙からマモル環境整備推進事業

【現状・課題】 【事業内容】 【事業成果】

②実態調査
１）受動喫煙防止対策実態調査

事業所における受動喫煙防止対策実施状況を把握する。
対象：官公庁、学校、保育施設、医療機関、事業所等

２）未成年喫煙・飲酒実態調査
未成年における喫煙・飲酒状況を把握する。
対象：小学５年、中学１年、中学３年、高校３年

《現状》
1.青森県の喫煙率は、成人男性
40.1％（全国１位）、女性
14.2％（全国２位）であり、
特に20代では男女共に全国1
位である。

2.空気クリーン施設の登録数が
伸び悩んでおり、受動喫煙対
策を一層進めていく必要があ

る。

①若者の禁煙サポート推進事業
禁煙治療の健康保険適用外（ブリンクマン指数200以下等）となる喫煙者の内、

禁煙治療を希望している者を保険者経由でモニターとして募集し、禁煙治療に
取組む中で保険者にはモニターへの指導等の支援を行うことで、若者の喫煙
者に対する支援体制構築を図る。

環境整備
・受動喫煙防止施設

数の増加
・受動喫煙に関する

ヘルスリテラシー
の普及

・若い年代における

禁煙支援体制構築

早世の減少と
健康寿命の延伸

喫煙者の減少と
受動喫煙による
健康被害の防止

≪課題≫
１．喫煙はがんや様々な疾病
の危険因子であることから、
死亡率減少のためには喫煙
者を減らすことが必要である。
２．喫煙者を減らすためには、
受動喫煙防止のための環境
づくりや、禁煙治療を受けや
すい環境づくり等が必要であ
る。
３．ライフステージに合わせて、
喫煙に関する環境が異なるこ
とから、ライフステージに沿っ
た取組が必要である。

未
成
年
者
・

働
き
盛
り
世
代

対象 内容

④ウェルカムあおもり環境整備事業
ホテル・旅館における受動喫煙の実施状況や利用客のニーズを把握すると

共に、受動喫煙対策に関する普及啓発を行う。

若
年
層

全
年
代

妊
婦
・

子
ど
も

③妊婦・子どもを煙から守るための環境整備事業
受動喫煙により健康へのリスクが高まる妊婦・子どもを受動喫煙から守るた

めに、受動喫煙協力参加店のマップを作成する。

（こどもみらい課にて実施している「あおもり子育て応援わくわく店事業」への参
画）

7



青森県の「若者の禁煙サポート推進事業」の概要

県の事業では、禁煙治療をしたくても、健康保険適用外となる方々に対する下記
の支援により、禁煙をサポートする体制を構築していきます。
①県は、治療費に対する経済的支援
②医療機関・薬局は禁煙治療の提供
③保険者は、治療の合間に禁煙を継続するための個別支援
④職場は、禁煙のための環境整備

モニター

治療による支援 禁煙継続支援

県庁

経済的支援

保険者
（市町村国保、協会けんぽ等）医療機関・薬局

職場

職場環境整備による支援

①

②
③

④ 8



医療機関・薬局 モニター
（禁煙治療希望者）

③受診

④治療・投薬

県庁

①モニター決定通知

②受診予定人数で
補助申請

治療開始まで

治療終了・中断後

モニター
（禁煙治療希望者）

①治療終了・中断

医療機関・薬局 県庁

①治療終了・中断
②実績報告

③審査・補助金交付
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【現状・課題】

《現状》

【事業の概要】

職域肝炎ウイルス検査費助成

【評価指標、目標】

協会けんぽが実
施する肝炎ウイ
ルス検査の受診
者数の増加

↓
早期発見に結び
つけ、肝硬変・
肝がんなど肝炎
の重症化の予防
に寄与する。
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全国…
青森県

肝がん75歳未満年齢調整死亡率

人口動態統計 （人口10万対）

②協会けんぽが実施する肝炎ウイルス検査の受診

協会けんぽ加入者で過去にＣ型肝炎ウイルス検査を
受けたことがない者 （３５～74歳）

③助成
申請

④自己
負担分
を助成

県

H21 H22 H23 H24 H25

受
診
者

707 918 881 707 777

陽
性
者

6 4 3 1 3

協会けんぽ実施の肝炎ウイルス
検査実績

①一般健診と
併せて肝炎ウ
イルス検査の
受診を希望



協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部

健診機関

事業所

従業員の皆様
（協会けんぽ加入者ご本人）

①生活習慣病予防健診の案内

②
健
診
の
受
診
、

（
申
込
時
に
関
係
機

関
へ
の
報
告
に
同
意

す
る
）

助
成
受
領
の
委
任

③
健
診
結
果
の
通
知

④健診結果の報告、
費用の請求（７割分）

⑥費用の支払（７割分）

職域肝炎ウイルス検査費用助成制度における助成の流れ

●肝炎ウイルス検査は、健診受診当日に本人が直接健診機関に申し込む。また、本人が助成分（６１２円）の受領を健診機関に委任する。
（図の②）
●健診機関は、健診費用の自己負担分を除いた部分を、1月分をまとめて協会けんぽに請求する。（図の④）
●健診機関は、健診費用の自己負担分を、1月分をまとめて協会けんぽを経由して県に請求する。（図の⑤）
●協会けんぽは、健診費用のうち自己負担分を除いた部分を、１月分をまとめて健診機関に支払う。（図の⑥）
●協会けんぽは、健診機関から県への請求（自己負担分）を取りまとめの上、県に提出する。（図の⑦）
●県は、健診費用のうち自己負担分を、１月分をまとめて健診機関に支払う。（図の⑧）

青
森
県

⑦健診結果の報告、
費用の請求（３割分）

⑧費用の支払（３割分）

⑤健診結果の報告、
費用の請求（３割分）


